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2017 年５月 11 日に加東市上久米でトンボの調査の
ために訪れたときに発見した．ここも農業用ため池で
その堰堤に棲息していた．その際蜘蛛の巣にかかった 1
♂を採集した ( 図 1)．翌 12 日にも訪れ 13 ♂ 1 ♀を確認，
また 1 ペアの交尾も観察した ( 図 2）．

この確認において兵庫県内でキバネツノトンボの棲
息地は 4 カ所になった．

前回の報告地 3 ヶ所は本年 (2017) も棲息を確認した．
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図 2　交尾中 .

兵庫県芦屋市におけるキマダラカメムシの記録

長田庸平
キマダラカメムシ Erthesina fullo は南方系のカメムシ

で，近年国内では分布拡大をしている外来種である．近
畿地方では，2005 年に初めて京都府八幡市や大阪府枚
方市で発生が確認され（吉鶴・矢崎，2005），その後
は大阪府茨木市でも記録された（谷角，2008）．兵庫
県では 2008 年にたつの市で記録され（佐藤，2008），
2012 年には尼崎市でも確認された（夏秋，2012）．ま
た，兵庫県伊丹市でも普通に見られるようになった（長
島，2016）．筆者は，これまで記録がないと思われる兵
庫県芦屋市で本種を目撃・撮影した．

1ex（写真），兵庫県芦屋市山芦屋町，10. VI. 2017. 筆者撮影

この日は，山芦屋町の住宅地を流れる芦屋川沿いの
コンクリートの壁に静止している本種を確認し，撮影を
行った．芦屋川沿いには，本種の寄主であるソメイヨシ
ノが植栽されており，ここで発生していると思われる．

近年分布拡大している本種の兵庫県南東部における
記録の一例として，報告する．大阪府や兵庫県での分布
拡大の状況より，京阪神でも広く分布拡大している可能
性があり，今後の動向には注意していきたい．

兵庫県における本種の記録に関して，伊丹市昆虫館
の長島聖大氏からご教示いただいた．お礼申し上げる．
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淡路島初記録となるベニトンボを採集

稲畑憲昭
筆者は，これまで淡路島から記録のなかったベニト

ンボ Trithemis aurora (Burmeister, 1839) を採集している
ので報告する（図 1）．青木（2017）によれば，2016
年に神戸市から兵庫県初記録となる個体が得られており，
今回採集した個体が県二例目となる．神戸市の記録も
近々公表される予定と伺っている（青木，私信）．
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場所は，岩屋港に流入する長谷川上流のため池であ
る（図 2）．ため池の縁から，水面に倒れて張り出した
枯れ枝先端に静止している個体を採集した．周辺も探索
したが，他の個体は発見できなかった．9 月にも当地を
訪れ，本種を探したが見つけられなかった．仮に四国か
ら侵入したとすると，既に淡路島全域に生息している可
能性は高いと思われ，島内での分布状況を把握すること
が望まれる．

最後に，兵庫県の記録の有無を御教示くださった青
木典司氏に深謝申し上げる．また，標本は人と自然の博
物館に寄贈する予定である．
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図 1　1 ♂，兵庫県淡路市岩屋，2017. VII. 9. 筆者採集．

図 2　長谷川上流のため池．

南あわじ市でスナアカネ，神戸市中央区でオナガアカネ
を確認

八木 剛・池田 大
わが国ではいずれも偶産とされる２種のアカネ属

（Sympetrum）のトンボを兵庫県内で確認したので，記録
しておく．

１．スナアカネ　Sympetrum fonscolombii
2017年9月9日　1♂　兵庫県南あわじ市阿万吹上町 吹上浜（図1）

国立淡路青少年交流の家主催事業「AWAJI むしむし
キャンプ」における 99 名の参加者の一人（成人男性）
が採集した個体を，池田と八木が確認した．採集者によ
ると，同種と思われる別個体も発見したが捕獲できな
かったとのことであった．砂浜の後背草地にいたとい
う（図 2）．当日の天候は晴れ．他のアカネ属は見られず，
多数のウスバキトンボと，シオカラトンボ，ギンヤンマ，
アオモンイトトンボが，キャンプ参加者によって捕獲さ
れていた．

２．オナガアカネ　Sympetrum cordulegaster
2017 年 10 月 5 日　1 ♂　兵庫県神戸市中央区北長狭通 4 丁目 

神戸市立神戸幼稚園内（図 3）

園庭に植栽されたソメイヨシノの，高さ 3.5m 程度の
枝先に静止していた個体を，八木が捕獲した．虫探しを
していた 65 名の園児と教員らは本個体の存在に気づい
ていなかった．幼稚園の周辺は官公庁や高層住宅が建ち

図 1　南あわじ市で捕獲されたスナアカネ .

図 2　スナアカネが捕獲された南あわじ市吹上浜 .


